
小
中
学
校
に
お
け
る
不
登
校
問

題
は
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
解

決
に
向
け
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
で
あ
る
。
不
登
校
と
な
る
原

因
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
含
ま
れ
、

学
校
特
性
や
地
域
特
性
、
学
年
特
性
、

家
庭
環
境
な
ど
の
視
点
か
ら
判
断
す
る

こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
柔

軟
か
つ
丁
寧
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

　

本
町
で
は
、
教
職
員
の
日
頃
の
児
童

生
徒
指
導
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
複
数

の
事
業
や
対
策
委
員
会
の
立
ち
上
げ
な

ど
の
取
組
を
推
進
し
、
そ
れ
ら
を
担
う

方
々
も
日
々
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
。
健

や
か
な
子
供
た
ち
を
育
て
る
教
育
環
境

や
地
域
環
境
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
分

析
と
研
究
、
対
策
が
必
要
と
考
え
、
以

下
の
と
お
り
伺
う
。

(1)
過
去
５
年
間
の
小
中
学
校
の
学
年
別

不
登
校
の
件
数
と
原
因
、
そ
れ
ら
に
対

す
る
町
の
見
解
は
。

(2)
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
成
果
と
課
題
は
。

(3)
課
題
解
決
へ
の
今
後
の
対
策
方
法
は
。

(4)
幕
別
町
で
も
件
数
が
増
え
る
と
予
想

さ
れ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
い
じ
め
を
理
由

と
す
る
不
登
校
へ
の
予
防
策
は
。

(1)
過
去
５
年
間
の
学
年
別
不

登
校
の
件
数
は
左
表
の
と
お
り
。
主
な

原
因
は
、
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
に
よ
り

無
気
力
に
な
り
登
校
す
る
気
力
が
持
て

な
く
な
る
ケ
ー
ス
、
他
者
と
の
関
係
を

築
く
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
家
庭

環
境
や
性
格
、
心
の
問
題
に
よ
り
不
安

に
陥
る
な

ど
の
原
因

が
考
え
ら

れ
る
が
、

多
く
が
複

合
的
な
要

因
で
不
登

校
に
至
っ

て
い
る
。

引
き
続
き

適
切
な
支

援
や
働
き

掛
け
が
必

要
で
あ
る

と
考
え
て

い
る
。

(2)
、
(3)
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置

し
、
児
童
生
徒
の
個
別
相
談
へ
の
対
応
、

教
職
員
や
保
護
者
へ
の
助
言
の
ほ
か
、

不
登
校
と
な
っ
た
児
童
生
徒
に
対
し
て

は
、
子
ど
も
交
流
施
設
「
ま
っ
く
・
ざ
・

ま
っ
く
」
で
学
習
等
の
サ
ポ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
専
門
的
な
見
地

か
ら
対
策
や
手
法
を
示
す
こ
と
で
、
保

護
者
や
児
童
生
徒
の
不
安
解
消
、
不
登

校
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
な
ど
の
効

果
を
上
げ
て
い
る
。
「
ま
っ
く
・
ざ
・

ま
っ
く
」
で
は
、
子
供
た
ち
の
居
場
所

と
し
て
の
機
能
、
子
供
同
士
の
人
間
関

係
を
構
築
す
る
場
や
学
習
支
援
を
行
う

場
と
し
て
、
日
常
的
に
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
課
題
と
し
て
は
、
小
学
校
の
不

登
校
児
童
数
が
増
え
て
い
る
こ
と
。
不

登
校
の
要
因
と
し
て
、
保
護
者
の
経
済

的
な
側
面
や
教
育
放
棄
と
い
っ
た
家
庭

の
問
題
、
さ
ら
に
は
、
児
童
生
徒
の
心

の
問
題
な
ど
複
雑
で
多
様
化
し
て
い

る
。
対
策
と
し
て
は
、
各
中
学
校
教
員

や
町
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
で
組
織
す
る
不
登
校

担
当
者
会
議
に
、
新
た
に
小
学
校
の
教

員
も
加
え
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。
小

中
学
校
間
の
き
め
細
か
な
連
携
を
図
る

た
め
、
平
成
31
年
度
か
ら
の
小
中
一
貫

教
育
の
中
で
、
義
務
教
育
９
年
間
を
見

通
し
た
教
育
活
動
を
計
画
的
・
系
統
的

に
行
う
こ
と
で
、
環
境
変
化
の
緩
和
や

多
様
な
人
間
関
係
の
形
成
な
ど
が
期
待

さ
れ
、
不
登
校
対
策
に
も
つ
な
が
る
。

(4)
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
適
切
な
利
用
に
つ
い
て
の

指
導
や
道
徳
等
の
授
業
を
通
し
て
情
報

モ
ラ
ル
教
育
を
実
施
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
に
よ
る
い
じ
め
な
ど
の
事
案
は
発
生

し
て
い
な
い
。
今
後
も
学
校
や
保
護
者

と
連
携
し
、
い
じ
め
の
防
止
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
一
部
先
進
自
治
体
で
始

ま
っ
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相
談

体
制
に
つ
い
て
も
研
究
を
進
め
る
。

不
登
校
の
要
因
の
一
つ
と
し

て
、
教
職
員
の
多
忙
化
や
授
業
時
数
の

増
加
な
ど
が
、
子
供
た
ち
の
心
に
も
影

響
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
な
い

か
。子

供
た
ち
に
も
先
生
に
も
ゆ
と
り

が
な
く
な
り
、
多
忙
な
状
況
と
い
う
こ

と
で
、
何
ら
か
の
形
で
子
供
た
ち
の
負

担
に
な
り
、
不
登
校
の
要
因
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

答問
不
登
校
担
当
者
会
議
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る

小
中
学
校
に
お
け
る
不
登
校
の
実
態
と
対
策
は

■ 一 般 質 問 ■ 
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問

答 再

質

問

小田　新紀 議員
（拓政会）

町内小中学校の学年別不登校件数（過去５年間）

教
育
長

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 合計(人)

Ｈ 25 年度 ー ー ー ー 1 1 4 10 5 21

Ｈ 26 年度 ー ー ー ー 1 ー 6 10 12 29

Ｈ 27 年度 ー ー ー ー ー 1 11 7 10 29

Ｈ 28 年度 1 ー ー 1 1 2 7 9 9 30

Ｈ 29 年度 ー 1 2 1 2 5 8 10 13 42

合計（人） 1 1 2 2 5 9 36 46 49 151


